
令和２年度 事業報告書

社会福祉法人名古屋市熱田区社会福祉協議会



１

はじめに

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、やむなく一部事業の中止、延期

などをすることとなり、これまでに例のない１年でした。また住民の方々の地域福祉活動

も自粛を余儀なくされ、従来のような活動ができず大変戸惑いの多い１年間であったかと

思います。この状況下、令和２年度におきましては、感染拡大の状況を考慮しつつ対策を

講じ、感染状況により実施内容の変更など、柔軟に対応しながら各種事業を実施しました。

○ 令和２年度は、「『ぬくといつながり』のあるまち熱田」を目指してさまざまな地域福

祉に関する取り組みを実施していく第４次熱田区地域福祉活動計画（５か年計画。以下、

「４次計画」という。）の２年目でした。コロナ禍においての実施項目の検討を行った

うえ取り組みを実施しました。

〇 地域福祉の推進におきましては、コロナ禍において、地域福祉推進協議会等を中心に

ふれあい給食会やサロン活動など学区における地域福祉活動が自粛されました。しかし、

そういった中でも人とのつながりがとぎれることのないように、地域福祉推進協議会で

実施している既存事業を見直したり、新たに取り組まれた事業への支援を行いました。

また、地域包括ケアシステムの構築が進められるなか、社協として受託している名古屋

市地域支えあい事業については、住民同士の相談支援機能を充実するため、実施学区（区

内５学区）への継続支援と実施拡大に向けた情報把握等を行いました。

〇 「ふれあい・いきいきサロン活動」の開設、運営等の相談支援を通して、今年度は、

３カ所の新規開設がありました。また、区内のサロン運営者を対象として、研修交流会

を開催し、サロン運営における情報交換や課題等の解決支援、サロン活動の振り返りを

通した意識啓発を行いました。

  また、生活支援サービスの充実に向けた取り組みとしては、生活支援サービス情報ハ

ンドブックの検討を行いました。

〇 ボランティアセンターの運営におきましては、、コロナ禍においてボランティアの受

け入れが制限され、ボランティアをする方々にとっては活動が難しい状況でございまし

た。

また、災害に関する情報交換や啓発活動、災害発生時には被災者の生活復旧の支援を

行う「あつた災害ボランティアネットワーク」においては、活動自粛があったものの、

区役所総務課とも連携し、防災啓発や災害ボランティアセンター立ち上げ訓練の実施や

災害ボランティアセンター立ち上げ候補地の選定に協力しました。

〇 名古屋市受託事業である「はつらつ長寿推進事業」におきましては、一般介護予防事

業地域介護予防活動の支援事業に位置付けられており、平成３０年度より３年間の受託

期間の３年目をコロナ禍での実施方法を工夫しながら実施しました。

は じ め に
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○ 名古屋市熱田福祉会館・児童館の運営におきましては、、令和２年度が指定管理初年

度に当たりました。しかし、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、事業中止もし

くは縮小期間が発生しましたが、開所期間においては感染対策を講じながら来所者を受

け入れ、事業を運営し楽しく過ごす時間を提供しました。

○ 熱田区デイサービスセンターにおきましては、通所介護事業、予防専門型通所介護事

業を実施し、ご利用者様が長く在宅生活を続けられるよう、理学療法士など、機能訓

練指導員による個別機能訓練を行いました。ただしコロナ禍のためレクリエーションな

どが予定どおり実施できなかったため、新型コロナウイルスの感染防止対策を十分に講

じながら、職員で工夫を凝らしてご利用者様に満足いただけるような運営に努めました。

○ 名古屋市社会福祉協議会が運営する熱田区いきいき支援センターにおきましては、総

合相談支援業務、権利擁護業務、包括的・継続的ケアマネジメント支援業務、事業対象

者・要支援者に対する介護予防ケアマネジメント業務を実施しました。また、認知症家

族支援事業では、家族サロン、もの忘れ相談を実施し、日頃の悩みなどの情報交換や交

流会を実施しました。加えて、認知症初期集中支援チーム及び認知症地域支援推進員を

配置し、個別ケースへの対応や市民への啓発に取り組みました。

さらに、孤立しがちな高齢者の見守り支援事業では、高齢者のニーズに対応できる関

係機関と連携しながら、ワンストップ相談窓口としての役割を担いました。

○ 名古屋市社会福祉協議会が運営する熱田区介護保険事業所におきましては、居宅介護

支援事業、訪問介護事業の運営に引き続き協力し、ご利用者様が安心して地域で暮らし

続けられる介護保険サービスの提供に努めるとともに、障害者総合支援法における居宅

介護事業においても質の高いサービスの提供に努めました。
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実 施 事 業

１ 地域福祉活動の推進

（１） 地域福祉推進協議会活動の活性化

   地域福祉推進協議会（以下、「推進協」という。）が実施する「ふれあい給食サービ

ス事業・ふれあい・いきいきサロン活動」や「ふれあいネットワーク活動」などの活

動支援及び事業参加者の相談支援を職員学区担当制において行いました。

  ※「ふれあい給食サービス事業」は新型コロナウイルス感染拡大の影響により配食や

持ち帰り方式に変更し、ふれあい・いきいきサロン活動は、２部制で行うなど、密

集しないようにして開催。

（２）研修会の開催

① ふれあい給食ボランティア研修会

推進協が実施するふれあい給食サービス事業の充実を図るため、ふれあい給食

ボランティアを対象に、コロナ対策と他学区との情報交換を行うもの。

    期日：８月２８日 場所：在宅サービスセンター研修室

   ※新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止。

② 推進協研修会（事務連絡会）

   推進協構成員を対象に、地域支えあい事業の効果と今後について学ぶとともに助

成金の事務説明を行いました。

期日：３月１２日 場所：在宅サービスセンター研修室 参加人数 15人

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により規模を縮小して実施。

２ 名古屋市地域支えあい事業（市委託事業）の実施

住民からの困りごとや悩みごとの相談を受け付け、相談内容の解決に向けたご近所ボ

ランティアの派遣調整を行うご近所コーディネーターを委嘱し、住民にとって身近な場

所であるコミュニティセンターでの相談窓口の開設及び支援を行いました。

区内５学区（白鳥、船方、大宝、高蔵、旗屋）で実施。

【活動実績】

学 区

①相談

窓口

開設

日数

②ﾎﾞﾗ

ﾝ

ﾃｨｱ

登録

人数

③ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ

実活動

者数

④認

定事

業数

⑤活動ﾎﾟｲ

ﾝﾄ計

内  訳

⑥ﾎﾟｲﾝﾄ還元

金額（円）

市認定事

業ﾎﾟｲﾝﾄ

（高齢者

対象）

社協認定

事業ﾎﾟｲﾝ

ﾄ（その

他）

白 鳥 92 81 61 18 7,742 5,187 2,555 77,420

船 方 81 122 92 19 10,241 8,303 1,938 81,880

大 宝 81 114 67 12 2,528 2,497 31 25,280

高 蔵 93 73 38 14 10,395 9,512 883 75,700

旗 屋 80 110 52 15 1,597 1,562 35 15,970

合 計 427 500 310 78 32,503 27,061 5,442 276,250
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【具体的な活動の例】

  蛍光灯の取替、簡単な修繕、掃除、通院の付き添い、話し相手、ゴミ出し、資源

回収の手伝い、買物支援、外出支援、高齢者サロン・子育てサロンの運営、ふれあ

い給食会の運営など

※新型コロナウイルス感染対策を講じながら相談窓口を継続して開設。

３ 高齢者等サロン整備等推進事業（市委託事業）の実施及びふれあい・いきいきサロン

の開設・運営支援

区内における既存のサロン活動を活性化し、新規開設の相談や活動支援等を行いまし

た。また、区内のサロン運営者が一同に会した研修交流会を開催し、コロナ禍における

サロン運営について情報交換や課題などの解決支援を行い、サロン機能の向上を図りま

した。

〇サロン研修交流会

  期日：１０月２７日・２８日

場所：在宅サービスセンター研修室

参加者数 ２４人（２日間合計）

４ 地域包括ケア推進会議

（１）地域包括ケア推進会議の開催

   P13 参照

（２）生活支援部会

① 期日：８月７日

場所：在宅サービスセンター研修室

部会員数 １５人

② 期日：１２月１６日 場所：在宅サービスセンター研修室

部会員数 １３人

※第３回（２月）は新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止。

生活支援サービス情報を取りまとめ、相談員向け

の生活支援サービス情報ハンドブックを作成し、区

内の相談窓口などに配布しました。また、制度の狭

間の課題を明確化するために、事例検討や居住支援

団体（住宅確保要配慮者居住支援法人、名古屋市住

宅供給公社、URコミュニティ、賃貸仲介業者）をゲ

ストに迎え意見交換会を行いました。

５ 高齢者はつらつ長寿推進事業（市委託事業）の実施

コミセン等区内８会場にて、通称「おひさまクラブ」として、地域ボランティアと

サロン交流会

生活支援部会
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の協働により健康増進活動やレクリエーションなどの介護予防活動の普及啓発を通

じて介護予防への理解を促し、高齢者の自主活動や地域活動等への参加促進を図るこ

とを目的に実施しました。なお、この事業は、市施策の一般介護予防事業地域介護予

防活動の支援事業に位置付けられており、平成３０年度より３年間の受託期間の３年

目として実施しました。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により４～６月、８月の一部、９～１０月、

１１月の一部、１月の一部、２月、３月の一部は事業中止。また受託期間が令和

３年度末まで１年延長。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により 2部制少人数にて開催。

６ 第４次熱田区地域福祉活動計画の実施

（１）会議等

①第 1回 地域福祉推進会議 ７月２９日

②第 1回 情報マッププロジェクト会議 １２月２５日

③第１回 つながりあつた会議事前会議 １２月２５日

④つながりあつた会議誌上フォーラム住民インタビュー ２月２２日

⑤第２回 地域福祉推進会議 ３月２４日

※②～⑤は ZOOM 形式にて開催

場 所 曜 日 時    間

上半期 下半期

延 実 施

回数

延 参 加

者数

延ボラン

ティア数

延 実 施

回数

延 参 加

者数

延ボラン

ティア数

高蔵コミセン
毎週月曜日

1 部 9:45～10:30

2 部 11:00～11:45
10 93 15 20 188 32

在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ
1 部 13:30～14:15

2 部 14:45～15:30
10 108 20 20 235 47

大宝コミセン
毎週火曜日

1 部 9:45～10:30

2 部 11:00～11:45
10 87 10 24 232 23

千年コミセン
1 部 13:30～14:15

2 部 14:45～15:30
10 63 15 22 129 25

白鳥コミセン
毎週木曜日

1 部 9:45～10:30

2 部 11:00～11:45
8 64 4 24 172 14

旗屋コミセン
1 部 13:30～14:15

2 部 14:45～15:30
8 82 4 24 230 13

野立コミセン
毎週金曜日

1 部 9:45～10:30

2 部 11:00～11:45
8 80 0 22 202 11

船方コミセン
1 部 13:30～14:15

2 部 14:45～15:30
8 78 6 22 211 21

合 計 72 655 74 178 1599 186

作品づくり       健康体操
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（２） 実施事項

①組み合わせる

（ア）ダブルケア支援事業

・「子育てと介護のダブルケアシンポジウム（Ｗeb配信）」

  子育てと介護が同時期に重なるダブルケア状態になっても、自分らしく暮らし続け

るために必要なことを考える機会として、区役所、保健センター、名古屋学院大学

と連携してシンポジウムを開催しました。

(イ)生活支援部会（熱田区地域包括ケア推進会議の部会）

  P4 参照

②育む

○つながりあった会議[誌上フォーラム]

・「専門職から見た新型コロナウイルス感染の影響」、

「住民が感じたコロナ禍の１年」

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により開催形式

から誌上形式に変更して実施。

  ○誰もが暮らしやすい街づくりプロジェクト

  ・学生と視覚障がいをお持ちの当事者の方による講義と実地

での学習会。

７ ボランティア活動の振興

（１）ボランティアセンターの運営

① ボランティア登録数        団体  ８９ 団体（１，６７４人）

                     個人  ８６ 人

② ボランティア相談の充実

ボランティア活動の活性化を目的に、ボランティア相談を受け付けました。

ボランティア相談件数 １０８件

③ ボランティア活動保険・行事用保険の加入受付

     安心してボランティア活動ができるよう、ボランティア保険への加入推奨、受付

を行っています。

    ・ボランティア活動保険加入  計１,２１５人

    ・ボランティア行事用保険加入  計（延べ）４３件、３，８１２人

（２）ボランティア情報紙の充実

ボランティアに関する情報を集積し、広く区民に発信していくために、ボランティ

ア情報紙「あつたボランティア通信」（№74、№75、№76）を発行しました。

（３）福祉教育の充実

学校等からの依頼を受けて、福祉教育サポーターとの企画検討・立案、サポーター

や当事者講師の派遣など、福祉教育を実施しました。

つながりあつた会議

（誌上フォーラム）
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コロナウィルス感染症拡大の影響により疑似体験だけではなく講演会を中心とし

たプログラムを実施しました。

① 大宝小学校全校生徒 １１月２日（月）

手話やサインを通してあいさつの大切さを学ぶ

② 船方小学校５年生 １１月１２日（木）

手話体験・点字体験

③ 沢上中学校１年生 １２月７日（月）

障がい当事者による講演会

（４）あつた災害ボランティアネットワークとの連携・活動支援

  「あつた災害ボランティアネットワーク」、区役所と連携し、災害に強いまちづく

りに向けた防災啓発に取り組むとともに、「あつた災害ボランティアネットワーク」

の活性化を図るための活動を支援しました。

【定例会】毎月 主に第２土曜日

①４月１１日 ②６月１３日 ③７月１１日 ④８月８日 ⑤１０月１０日

⑥１１月７日 ⑦１２月１２日 ⑧１月２３日  ⑨３月１３日

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により５、９、２月は中止。

【主な活動実績】

①災害ボランティアセンター立ち上げ訓練

（７月１１日）

②イオンモール熱田防災イベント参加（９月１２日）

③イザ・カエル・キャラバン in 金山運営協力

（１２月６日）、熱田区防災講演会運営協力

（２月２１日）

④災害ボランティアセンター立ち上げ候補地視察

（１月２２日：名古屋市教育センター、

１月２３日：国際会議場）

８ 福祉情報の発信・啓発

（１）広報紙「福祉あつた」の発行

熱田区社会福祉協議会 広報紙「福祉あつた」を年２回（６・２月）発行し、組回

覧による区民への情報提供を行ないました。     

                                        №７３，№７４ 各３，５５０部発行

（２）音声訳テープ貸出事業の推進

朗読ボランティアグループ「銀のすず」の協力を得て「広報なごや熱田区版」音声

訳テープ貸出事業を実施しました。

                                                     利用者数   ２人

                          延利用者数  ２４人

災害ボランティアセンター

立ち上げ訓練
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（３）ホームページの内容充実

情報発信の場として活用するとともに、双方向性を生かして、区民との交流の場と

しても活用できるよう内容の充実に努めました。また、社会福祉協議会の事業を広く

知っていただくため、ブログの充実に努めました。

９ 在宅サービスセンターの運営

熱田区在宅サービスセンターは、誰もが住みなれた家庭や地域で安心して暮らせるよ

う、保健・医療・福祉の連携に努め、在宅サービスの提供と地域福祉活動の推進を総合

的に進めることを目的に設置されています。

通所介護事業（熱田区デイサービスセンター）の運営を始め、地域福祉活動の拠点と

して、研修室、ボランティアルーム、調理実習室など貸し出しを行いました。また、区

民の方の利便性を考慮し、ボランティアの方々にご協力をいただき、施設内の整理整頓

に努めるとともに、授産製品の販売協力を行いました。

【利用実績】

研修室
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ﾙｰﾑ
録音室 点訳室

調理

実習室
合 計

延利用団体数(ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 227 182 17 39 80 545

延利用者数（人） 2,961 1,292 107 80 491 4,931

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により４～６月、８月、１～３月の貸し出しは中止。

１０ 賛助会員事業

（１）賛助会員募集（アッツタック福祉サポーター募集）

熱田法人会の協力を得て広報活動を展開し、賛助会員の募集を実施しました。

                 法人・団体        ７０件（715,000円）

                個  人           ２３件（334,000円）

                   賛助会費  1,４０９，０００円

（２）寝具クリーニング事業の実施

在宅福祉サービスの一環として、介護保険の要支援・要介護認定を受けているひ

とり暮らし高齢者などを対象に、賛助会費を活用した寝具クリーニング事業を実施

しました。    

                 利用者数 ５８人

（３）在宅介護用品貸出事業の充実

在宅福祉サービスの一環として、介護保険外で一時的に車いすを必要とする方を

対象に、車いすの貸出しを行うとともに、学校での福祉教育における車いす体験へ

の活用を積極的に行いました。

法人賛助会員や区内サロンなどを対象に、ボッチャやボードゲームなどのレクリ

エーション用品の貸出しを実施しました。

                           利用件数 ７８件
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１１ 熱田区デイサービスセンターの設置運営

介護保険法による通所介護事業について、下記の特徴を活かして実施しました。

（１）機能訓練・レクリエーションの充実

理学療法士、機能訓練指導員が直接指導し、お客様個々の身体状況にあわせた運

動プログラムに基づき、機能低下を防止する運動を行いました。また、楽しく無理

なく身体を動かせるよう健康体操・音楽療法・ヨガ・太極拳などレクリエーション

を行いました。

（２）認知症予防への取り組み

計算問題・回想法やトランプ、脳を使うレクリエーションに毎日取り組みまし

た。

【デイサービスセンター利用実績】

年間 1 日平均利用者数 22.8 人（昨年度 27.3 人）

【月間延利用者数と 1日平均利用者数】           （人）

月
運営

日数
延利用者数

1 日平均

利用者数
月

運営

日数
延利用者数

1 日平均

利用者数

4 月 26 641 24.7 10 月 27 626 23.2

5 月 26 503 19.4 11 月 25 562 22.5

6 月 26 610 23.4 12 月 24 565 23.5

7 月 27 643 24.2 1 月 24 538 22.4

8 月 26 587 22.6 2 月 24 553 23.1

9 月 26 597 23.0 3 月 27 607 22.5

合  計 308 7,032 22.8

１２ 福祉会館・児童館の管理・運営

（１）福祉会館の管理運営

高齢者の福祉の増進に寄与することを目的に設置され、無料の健康相談を始め各

種相談、健康の増進、教養の向上及びレクリエーション活動などに関する事業を実

施いたしました。 ＊指定管理期間（令和元年度～５年度）

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により４～６月、８月の一部、９～１０月、１

月の一部、２月は閉館。
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【事業実績：福祉会館利用状況】

利用者数
講座（華道・書道・体操など）

個人利用
団体利用

団体 人員 回数 人員

１，８５９人 ０団体 ０人 １１８回 １，５９１人

（２）福祉会館認知症予防事業

市内在住の６５歳以上の高齢者の方などを対象とした「認知症予防教室」や地域

で認知症予防を普及啓発するリーダーを養成する「認知症予防リーダー養成講座」

「フォローアップ交流会」を実施いたしました。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により４～６月、８月の一部、９～１０月、１

月の一部、２月は閉館。

① 認知症予防教室

実施回数 延人員

５７回 ５６５人

② 認知症予防リーダー養成講座・フォローアップ交流会

実施回数 延人員

２５回 ９５人

（３）児童館の管理運営

遊びを通して子どもたちの健やかな成長を図り、その健康を増進し、情操を豊かに

することを目的に設置されており、各種行事、クラブ活動、地域子ども会などボラン

ティアの育成や地域の子育てサークルへの支援などを実施しました。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、５月末まで事業の中止。６月から事業

を縮小して実施。

【講座「リズムで元気大集合」】 認症予防リーダー養成講座「回想法 WEB 研修」
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【事業実績：児童館利用状況】

【中学生の学習支援事業・高校生世代への学習・相談支援事業】

ひとり親、生活保護、生活困窮者家庭の中学生を対象に学習支援事業及び、高校生世代

への学習・相談支援事業を実施しました。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により６月から実施。

１３ その他の事業

（１）共同募金運動への協力

募金活動を通して、福祉の理解（啓発）や福祉活動への参加を呼びかけました。

（２）生活福祉資金貸付事業の実施

   新型コロナウイルス感染拡大の経済的影響により休業などを理由に一時的な資

金が必要な方への貸付を特例的に実施しました。

館内遊び場利用 (延べ人数)

幼児 小学生 中学生 高校生 その他 計

1,223 人 900 人 139 人 267 人 1,074 人 3,603 人

健全育成事業
クラブ活動

館内事業 館外事業

開催回数 利用者数 開催回数 利用者数 開催回数 出席者数

342 回 998 人 11 回 90 人 16 回 176 人

中学生の学習支援事業 高校生世代への学習・相談支援事業

開催回数 出席者数 開催回数 出席者数

85 回 261 人 85 回 23 人

ベビーマッサージ お正月遊び
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（３）その他の支援事業

福祉関係団体の実施する事業に対し、愛知県共同募金会からの配分金により助成

事業を実施し、高齢者、児童、障がい者の各団体の地域における福祉活動を支援し

ました。

１４ 名古屋市社会福祉協議会のいきいき支援センターの運営事業への協力

高齢者が住み慣れた地域で、可能な限り地域において自立し、安定的な生活ができ

るように、総合相談支援、介護予防マネジメント、見守り支援事業等を行ういきい

き支援センター事業に協力し、関係機関との連携のもと円滑な事業・運営に努めま

した。

（１）熱田区いきいき支援センター事業

【相談状況（延件数）】

  総合相談支援・

権利擁護事業

包括的・継続的

ケアマネジメント事業

２，８８１件 困難ケース相談 ８５８件 ケアマネ支援 １，８１３件

【第１号介護予防支援・介護予防支援の利用状況（延人数）】

利用者数 うち地域包括直営分
うち居宅介護支援

事業所委託分
委託率

１０，６６４人 ２，２４５人 ８，４１９人 ７８．９％

①緊急小口資金特例貸付

相談件数 ７２０件

貸付決定数 ７０５件

貸付金総額 １１４，１７０，０００円

②総合支援資金（生活支援費）特例貸付

相談件数 ３５６件

貸付決定数 ３３２件

貸付金総額 １４０，７７２，０００円

③上記以外で低所得者の方などに民生委員

と協力して資金の貸付を実施

相談件数 ９件

貸付決定数 ３件

貸付金総額 １，２８４，０００円
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（２）見守り支援事業

【地域との関わりづくりなど】

通報件数 相談対応件数（延人数）

１１ 件 １，１９６ 件

【いきいきコール】

ケース数 相談件数（延人数）

３４ 人 １，０５３ 人

（３）認知症高齢者を介護する家族支援事業

       「家族教室」「家族サロン」「医師の専門相談」を実施し、また認知症に関する普

及啓発のため、「認知症サポーター養成講座」を実施しました。

   【認知症高齢者を介護する家族支援事業】

家族教室 家族サロン 医師の専門相談

回数 延人数 回数 延人数 回数 延人数

－ － ６回 ２９ 人 ８ 回 ２１ 人

  ※家族教室は新型コロナウイルス感染拡大の影響により開催を中止。

【認知症サポーター養成講座】

実施回数 受講者数

２２ 回 ３６７ 人

（４）地域包括ケア推進会議

    ① 地域包括ケア推進会議の開催

  地域の保健・医療・福祉サービスやボランティア活動などに関係する団体が、住

み慣れた地域において高齢者が安心して生活できるよう、高齢者の支援を進める

ための協議を目的に地域包括ケア推進会議を開催しました。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により第１・２回を書面にて実施。

  ② 認知症専門部会の開催

地域包括ケア推進会議には必要に応じ、認知症高齢者が地域で安心して生活して

いくための取り組みを検討する専門部会を設置・開催しました。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により第１～４回を書面にて実施。

③ 生活支援部会の開催

    P4 参照
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１５ 名古屋市社会福祉協議会の「居宅介護支援事業」及び「訪問介護事業」への協力

本会事務所に設置している名古屋市社会福祉協議会の「介護保険事業所」に協力し、

居宅介護支援事業と訪問介護事業の円滑な事業・運営に努めました。

（１） 熱田区介護保険事業所の状況（令和３年３月末現在）

① 居宅介護支援事業

ア 介護支援専門員数       …  ５人

イ 居宅サービス計画作成依頼数 … １９３人

      （内訳）介護給付 … １２８人

           予防給付 …  ３５人

               総合事業 …  ３０人

② 訪問介護事業

ア 訪問介護員数…５６人

  （内訳）サービス提供責任者   ……  ７人

            パートサービス提供責任者 …   ０人

          なごやかスタッフ   ……  ４９人

（常駐スタッフ 2 人含む）

イ ホームヘルプサービス件数…２３１人

           （内訳）介護保険サービス利用 …… １７２人

                                 介護給付        ……… ６８人

                                     予防専門型訪問    …… ８９人

                  生活支援型訪問        ‥… １５人

                

介護保険外サービス利用 ……  ６２人

                  障害者自立支援   … ４３人

                     家事介護（産後・ひとり親）… ３人

                     生活応援サービス    ････ １３人

                 養育支援       ･･･  ３人
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【理事会】

回 日付 議題等

令和 2年度

みなし

決議（第１回）

令和 2年度

みなし

決議（第 2回）

令和 2年度

みなし

決議（第 3回）

令和 2年度

みなし

決議（第 4回）

令和 2年度

みなし

決議（第 5回）

令和 2年度

みなし

決議（第 6回）

令和 2年

6月 23 日

令和 2年

7月 20 日

令和 2年

11 月 19日

令和 2年

12 月 23日

令和 3年

2月 24 日

令和 3年

3月 23 日

・令和元年度事業報告書（案）について

・令和元年度決算書（案）について

・役員の一部選任に係る候補者の提案について

・評議員選任・解任委員会委員の一部選任及び評議員選任・

解任委員会の開催について

・評議員の一部選任に係る候補者の推薦について

・令和２年度定時評議員会みなし決議（第１回）の開催につ

いて

・副会長の選任について

・評議員選任・解任委員会委員の一部選任について

・評議員会の招集について

・諸規程の一部改正について

・評議員選任・解任委員会の開催及び評議員の一部選任に係

る候補者の推薦について

・評議員会の招集について

・令和２年度社会福祉事業補正予算（案）について

・令和３年度事業計画（案）について

・令和３年度社会福祉事業資金収支予算（案）について

・職員就業規則の一部改正（案）について

・専門職員就業規則の一部改正（案）について

・嘱託職員就業規則の一部改正（案）について

・臨時職員就業規則の一部改正（案）について

・児童館パート職員就業規則の一部改正（案）について

・公印規則の一部改正（案）について

・経理規程の一部改正（案）について

・令和３年度～令和５年度通所介護事業資金計画（案）につ

いて

・役員等賠償保険の加入について

・令和２年度評議員会みなし決議（第２回）の開催について

会 議 開 催
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【評議員会】

回 日付 議題等

評議員会

みなし

決議（第１回）

評議員会

みなし

決議（第 2回）

令和 2年

7月 10 日

令和 3年

3月 30 日

・令和元年度事業報告書（案）について

・令和元年度決算書（案）について

・役員の一部選任について

・令和２年度社会福祉事業補正予算（案）について

・令和３年度事業計画（案）について

・令和３年度社会福祉事業資金収支予算（案）について

【評議員選任・解任委員会】

回 日付 議題等

第１回 令和 2年 6月 23 日
熱田区在宅サービスセンター 研修室

・評議員の選任の議決

第２回 令和 2年 12月 23 日
熱田区在宅サービスセンター 研修室

・評議員の選任の議決


